
報告会では、生馬公民館の佐川東興館長

に、設置の仕方や今後の取り組みについて

お話しいただきました。

まつえ環境市民会議
「世界に誇る環境主都まつえ～リサイクル都市日本一～」の実現を

第3号
2008年3月

個人：127人　団体：20団体　法人：50法人／計402人（平成20年3月19日現在）会員数

「まつえ環境市民会議」は、自然環境の保全、ごみの減量、地球温暖化防止、環境教育推進の4つのテーマを柱に、
市民・事業者・行政が協力し、一人一人が身近な活動を実践することにより「エコの環」を広げています。

☆環境保全活動について、一緒に考え活動してみませんか☆

●年会費　個人会員1,000円／団体会員2,000円／法人会員3,000円
※「まつえ環境市民会議」は、みなさんの年会費で運営されます。
　【振込先】山陰合同銀行松江市役所出張所　（普通）３６０８８９３　まつえ環境市民会議

http://www.city.matsue.shimane.jp/jumin/kankyou/kaigi/

申し込みは事務局
TEL25-0881まで

申込書は松江市
ホームページから
ダウンロードできます。

会員募集中

◯ ◯　◯環境講演会　◯　◯　◯

報告会に併

せて、環境講

演会を開催し

ました。三瓶自

然館サヒメル

森本直知館長

に、「人と自然

との関わり〜さんべの自然の中か

ら〜」をテーマに、地球温暖化防止

についてお話しいただきました。

と　き：平成20年2月17日㈰
ところ：市民活動センター

「グリーンのカーテンと
簾大作戦」とは…

夏でも涼しく過ごせる環境をつくるこ
とで、CO2削減を目指します。

できることから、

楽しみながら…

エコ生活を提案します

「グリーンのカーテン」は、つる性の

植物である「ゴーヤ」等でつくる自然

のカーテン。公民館など市内29箇所に

設置しました。

見た目も涼しく、評判も上々。電気使

用量の減少など、効果は数字にも表れ

ました。

生馬公民館の「グリーンのカーテン」

●まつえ環境市民会議事務局　〒690-0064 松江市天神町114番地　TEL0852-25-0881・FAX0852-25-0888　E-mail：ecotown@web-sanin.co.jp

地球を思いやるまち部会事業　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯　◯

「グリーンのカーテンと簾大作戦」活動報告会・講演会



平成19年度 各部会事業報告
「宍道湖ヨシ再生プロジェクト」〜ヨシ植栽イベント〜

10月17日㈬に、宍道湖湖岸流域の小学生・高校生と一緒に、出雲市出島町の宍道湖

湖岸で、約1,200本のヨシの植栽を行いました。

ヨシには水質浄化と生態系を保全する効果があるといわれており、この活動は、NPO

法人斐伊川くらぶが中心となって取り組まれています。

「落書き落とし大作戦」〜公共の場所の落書き消去活動〜

9月30日㈰に、JR松江駅南口附近で、公共の場所の落書き消去活動を行いました。

作業は、剥離剤を吹き付け、汚れが浮いたところをウエス、たわしでこすって落とす

方法で行いました。

松江駅周辺は「松江市きれいなまちづくり条例」の美化推進地域です。市民、事業者、

行政が一体となり、活動を行っていきましょう。

「クリーンウォーク」〜自然環境に触れながらの清掃活動〜

11月18日㈰に、法吉真山林道清掃活動と白鹿城跡散策を行いました。

歴史と自然が共生する豊かな環境に触れながら清掃活動を行うことで、自然環境

保全に対する意識を高めることができました。

当日は、日頃からこの地区で環境保全活動に努められている法吉こどもエコクラブ

の方々に案内をお願いしました。

「ごみ減量検討会意見書提出」〜循環型の社会を目指して〜

11月29日㈭に、「ごみ減量検討会」において検討を重ねた結果を意見書として、松

江市長に提出しました。また、3月21日㈮には、松江市議会建設環境委員会の方々と、

ごみ減量について意見交換を行いました。

「ごみ減量の意識啓発」、「ごみ袋の見直し」、「生ごみの減量」、「事業所のごみ対策」

の４つの柱について、市民・事業者・行政がそれぞれの立場で取り組んでいきましょう。

「家庭ごみダイエット講習会」〜ごみゼロを目指して〜

11月7日㈬に、城東公民館で、松江友の会の方々を講師に家庭ごみ減量の講習会を行

いました。

家庭でできる賢いごみ減量方法や、調理実習を交えて省エネクッキングを紹介。ごみの

入り口である買い物の方法から、出口（堆肥のつくり方）までの生活の知恵を結集した内

容は、各家庭で今すぐ実践できるものばかりでした。身近なところからエコな取り組みを…

「家庭ごみダイエット講習会」〜環境にやさしい生活を〜

2月20日㈬に、白潟公民館で、松江友の会の方々を講師に家庭ごみ減量の講習会を行

いました。

ガス・水道の節約、ごみを出さない調理法など、調理の過程を大切に、栄養たっぷり

の和風・洋風のあったかメニューを紹介。食育・健康の面からも重要視されている「朝

ごはん」を、手早く残り物を使って作る方法を学習しました。

家庭生活を見直して、さらに環境にも家計にもやさしい生活を送りましょう。

「生ごみ堆肥化施設見学会」〜事業所ごみの減量を〜

3月7日㈮に、循環型の社会を目指し、可燃ごみの減量に取り組んでいる「アース

サポート㈱」と「㈲山陰エコシステム」の２社を見学しました。

「アースサポート」では、食品工場等から出された生ごみを集め、堆肥をつくり、

それを自社の農場で野菜づくりに活用されています。今回は、特に事業所のごみ減量

を推進することを目的に行いました。

「エコドライブ講習会」〜エコドライブのススメ〜

12月11日㈫に、環境に配慮した自動車の使い方を実践するため、エコドライ

ブ講習会を行いました。

「ふんわりアクセル、アイドリングストップ」など、　地球温暖化防止のため、

一人一人がCO2排出を抑制する運転を心掛けることを学習しました。

当日は、松江サティで、エコドライブ啓発用チラシの配布活動も行いました。

「省エネナビ勉強会」〜省エネナビの活用を〜

3月17日㈪に、市民活動センターで、省エネ効果が数値でわかる「省エ

ネナビ」について勉強会を行いました。

㈱環境エネルギー総合研究所の大庭みゆき代表を講師に、機器の使い方

と活用方法を学習しました。

「グリーンのカーテン」、「エコライフチャレンジしまね」、「省エネナビ」

の 3点セットでCO2削減に取り組んでみませんか。

「自然観察会」〜バードウォッチング〜

12月8日㈯に、斐伊川河口右岸で、ホシザキグリーン財団の野津登美子

課長を講師に、冬鳥の「モーニングフライト」（早朝ねぐらから餌場に飛

び立つ姿）と餌場の観察を行いました。

斐伊川河口は、「モーニングフライト」の観察ができる本州南限であり、

全国から野鳥観察に訪れる人がいるほどの自然に恵まれた環境です。この

環境に対し誇りを持つとともに、貴重な自然環境を保全するための活動を

実践していきましょう。

「環境講演会」
〜家庭からはじめるCO2ダイエット大作戦〜

11月3日㈯に、市民活動センターで、石原孝子副代表を講師に講演会を

行いました。

身近な地球温暖化防止活動をテーマに、家庭でできるCO2削減対策に

ついて学習しました。また、実際に部屋の温度変化が数値で分かる実験

キットを使い、簾の効果について検証しました。

一人一人のちょっとした心掛けが、大きな効果を呼ぶはずです。

「環境講演会」
〜地球温暖化と宍道湖・中海周辺の環境変化〜

3月16日㈰に、川向リサイクルプラザ・くりんぴーすで、島根大学の環

境研究出前講義を利用して講演会を行いました。

総合理工学部の三瓶良和教授を講師に、最近の温暖化の状況と、将来予

測される宍道湖・中海の環境変化について紹介していただきました。「地

球温暖化の現状を知ること」、「将来を予測すること」、「有効な対策を立て

ること」、この三つを柱に学習しました。

第3部会　地球を思いやるまち部会

第4部会　環境を学び行動するまち部会

第1部会　水と緑のまち部会

第2部会　循環型のまち部会



会員の皆さんからの投稿です。

松江サティ

幸せの黄色いレシートキャンペーン

「平成20年度総会」の開催

毎月

日11
お知らせお知らせ

毎月11日に店内で発行される「黄色いレシート」を、「お客様が応
援したいボランティア団体」の専用ボックスに投函すると、レシート
金額の1％と投函カード（1枚100円）の合計金額が、団体の希望す
る商品に換えて寄贈されます。
「まつえ環境市民会議」に平成19
年3月～平成20年2月の期間ご投函
いただいた合計額は、7,660,992円
でした。この1％である76,000円に
相当する商品が寄贈されました。ご
協力ありがとうございました。

毎月11日に、松江サティで買い物をされ
た際は、ぜひ「黄色いレシート」を専用ボッ
クスへ！　皆様のご協力をお願いします。

●とき：平成20年4月19日㈯ 10:00～12:00
●ところ：市民活動センター　5階交流ホール
・平成19年度事業報告・決算
・平成20年度事業計画・予算

基調講演（10:50～12:00）
 講　師：島根大学生物資源科学部教授

伊 藤 勝 久 氏
 テーマ：森林機能を高める林業と

 　　　　市民活動のあり方

会員の皆さんの取り組み

会員の皆さんの
取り組みを
募集します。

個人・団体・事業所で行っている「環境にやさしい取り組み」を会報誌に掲載します。
会員の皆さんに、ぜひ知ってもらいたいこと、広めていきたいことを会報誌で伝えてみませんか？
原稿は400字程度で、写真を添付して、事務局までお送りください。

当社は、松江市内で廃棄物処理及びリサイクル事業を行っている会社です。

当社では、地域の方との交流を深めることで、地域に必要な企業を目指す

活動として、松江市内及び東出雲町の小・中・高等学校にお伺いして環境授

業を実施しています。牛乳パックを利用した紙すきなどの、身近なリサイク

ル体験から、日常生活におけるゴミ分別、地球上の水の循環と生態など、地

球環境を思いやる心を育み、環境を意

識した生活習慣を身につけるお手伝い

ができるよう心がけ活動しております。

また、企業の皆様にも、毎年改正され確実な対応が求められる廃棄物

処理について、現状のご理解を深めていただくため、法律勉強会を開催

しております。

今後も地域社会に貢献できるよう、あらゆる環境技術の習得に努める

とともに誠心誠意努力してまいります。

アースサポート株式会社　●連絡先：TEL 37−2890

“夜11時までに寝ましょう。”　“鍋帽子を利用しましょう。”

地球温暖化防止のためにと友の会で掲げた身近なスローガンです。

今回は、「もうひとつの火口　鍋帽子」の紹介をします。

加熱沸騰後、火から下ろした鍋に「鍋帽子」をかぶせて保温します。す

ると、火にかけていなくても素材がやわらかく煮え、旨味が出ます。「鍋

帽子」はまさに「もうひとつの火口」です。

例えば、茹で大豆は従来は1時間ほど火

にかけますが、10分ほど沸騰させた後、鍋帽子をかぶせて置いておくだけでや

わらかくなります。エネルギーの節約だけでなく、時間の節約、経済の節約にな

ります。そして、とってもおいしく仕上がります。おでんの季節にも重宝します。

鍋帽子は、10年間の友の会と婦人之友の研究が認められ、2002年地球温

暖化防止活動環境大臣表彰を受賞しました。2,500円で販売しています。手作

りすることもできます。

松江友の会　●連絡先　松江友の家：TEL 23−1676


